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 経歴 

入社当時ファームウェア開発、95年頃より伝送機器運用管理業務アプリケーション開発に従事 

 1991～1995 

• 富士通北陸通信システム株式会社入社 伝送機器ファームウェア開発 

 1995～ 

• 伝送機器運用管理業務アプリケーションソフトウェア開発 

 2005～ 

• 富士通株式会社へ統合 

 2010 

• 社内プロフェッショナル制度 認定 

 2012～ 

• モデル設計要素を排他設計プロセスに試行  

 2014～ 

• MBSE設計プロセス適用展開活動 



  

モデル設計に踏み切れない三大要因 
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■従来の開発プロセスを変更したくない 
 
 

 
■予算上の問題 
  （ツール購入や開発メンバーへの教育費） 
 
 

■モデル言語で書くメリットがよくわからない 



  

 １．プロジェクト実践例紹介 

 ２．MBSE適用に向けての課題 

１.プロジェクト実践例紹介 
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１.プロジェクト実践例紹介 
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【大規模ソフト開発の悩み】 
 
■膨大なユースケースにおける機能間資源の関連性が不明確 
⇒ 複数の開発担当者が異なる機能の処理フローを個々に作成。 

    全体像把握が困難 
 
■システム試験の組み合わせケースは人がランダムに抽出 
⇒ タイミング問題を検出する適切な試験ケースが抽出出来ていない。 

    競合試験での抜け漏れ 
 

 

 

 

 



  

１.プロジェクト実践例紹介 
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Ａｃｔｉｖｉｔｙ図（Ｅｘｃｅｌ） ER図 

概要

EA10 EA10

【局登録画面】(局登録)

局登録シナリオ

処理:局登録業務呼出

・局登録業務を呼び出す。

局登録業務

処理:Config情報取得(共通)呼出

・局登録最大可能件数を取得する。

ファイル:Config情報

[R:局登録最大可能件数]

処理:局登録件数取得

・局登録件数を参照する。

SQL:局登録件数参照

[R:局]

・局登録件数

[フィルタ条件]

・なし

処理:局登録件数判定

・最大登録件数を超えていない場合、処理を続行する。

・最大登録件数を超えている場合、局登録最大数超過エラーを返す。

最大登録件数を超えている

最大登録件数を超えていない

処理:局名情報取得

・指定局を参照し取得する。

SQL:局情報参照

[R:局]

・局名

[フィルタ条件]

・局名 = IN.局名

処理:局名登録済判定

・局名が未登録の場合、処理を続行する。

・局名が登録済みの場合、局名重複エラーを返す。

局名が登録済み

局名が未登録

処理:局情報シーケンス払出

・局情報のシーケンス値を払い出す。

SQL:局情報シーケンス払出

処理:局登録

・局情報を登録する。

SQL:局登録

[C:局]

・局SID

・局名

・メモ

[フィルタ条件]

・なし

処理:応答編集

・応答データを作成する。

【局登録画面】(局登録)

局情報を登録する。

アプリケーションファサード ビジネスコンポーネント 装置アダプタ処理
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【着目点】 
要件（ユースケース）毎に対象ブロックを紐付けることで要件毎及び要件間で関係する 
ブロックが明確になることでソフト開発の悩みを解決出来るのでは？ 
・全ユースケース間のリソース利用関係の把握 
・機能間競合システム試験項目の最適抽出 



  Copyright 2014 FUJITSU  LIMITED 

・設計書執筆担当者全てにモデリングツールである
EntepriseArchitectを使用させる？ 
・要件定義書や処理フロー、ＥＲ図を全担当者にＥＡに写像さ
せる作業を実施してもらう？ 
⇒ 開発工数肥大化や作業効率低下 
 
作成する設計書から必要情報のみを抽出しEAに取り込めないか？ 

従来の設計書内にはモデル要素が散らばっている 
【ツールの検討】 （詳細は石田氏発表で） 
・既存設計書の記載ルールを定義。 
・ツールにて設計書 ⇒ EAへ写像させる 
これによって、 

設計者は、ほぼ今まで通りの作業を実施可能に。 

１.プロジェクト実践例紹介 
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１.プロジェクト実践例紹介 

【EA取り込みまでの作業フロー】 

処理フロー作成 

・・・ 

自作ツールによるEA取り込み 手動入力によるEA取り込み 

データモデル作成 

全要件×リソース競合マトリクス生成 

【設計工程】 
・排他方式設計へのインプット 
・機能間レビュー時のインプット 
 
【試験工程】 
・競合試験項目抽出インプット 



  

 １．プロジェクト実践例紹介 

 ２．MBSE適用に向けての課題 

 

２.ＭＢＳＥ適用に向けての課題 
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２.ＭＢＳＥ適用に向けての課題 
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■草の根活動の紹介 
 
富士通プロフェッショナル・プロダクト・エンジニアによる、 
 
システム開発におけるMBSE(*1) の適用を最終目標とし、個々のプロジェクト
が抱える課題解決アプローチとしてSysMLを用いた事例蓄積と設計プロセ
ス導入への牽引活動を行っている 
 
背景 

世の製品やサービスはもはや単体では成立しない。 
システムは複数のシステムで構成され、大規模化、複雑化している。 
システム開発当初からシステム全体を捉え、表現することが必要。 

(*1) 
MBSE(Model Based System Engineering) 

背景に記載した課題解決することを狙いとしたプロセスを定義 
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■競合試験の環境構築が大変なので効率化したい 
課題：設計書から競合の自動検出 
 
■性能等の見積もり精度を向上したい 
課題：設計書を使ってシミュレーション 
 
■設計から適切な試験を抽出したい 
課題：設計書からの試験項目自動抽出 

２.ＭＢＳＥ適用に向けての課題 



  

２.ＭＢＳＥ適用に向けての課題 
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■プロセスを変化させるにはメリットもあるがデメリット（リスク）も付き物。根
気よく継続していくことが重要。 
 

■活動ロードマップ 
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